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森の木 開設のご案内 

 

拝啓 貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、健翔会では、昨年秋より建設をはじめ、今春 3月に竣工いたしました、標記森の

木を本日付（2026年 6 月 1日）で開設することとなりました。 

建設中におきましては、地域の皆様、近隣の皆様には、工事車両、道路通行止め等ご迷

惑をかけましたことお詫び申し上げます。 

皆様のご理解とご協力をもちまして、無事竣工、開設できましたこと改めて御礼申し上

げます。 

敬具 

 

＜森の木の開設に向けて＞ 

健翔会グループでは、森の木で生活介護施設は 3施設になります。 

○森の木開設に至る課題は、 

より障害を学んでいくことでの「環境」でしか改善されない支援の壁、障害種

別というより、その一人一人の過ごし方の違いをどう支援に盛り込んでいくか、 

ということです。 

○森の木の特色は、 

より重度心身障害者への支援の充実、重複障害を持たれた方へのサービスのあ

りようです。 

○結果として、 

森の木での活動により、利用される皆さんのこれからの生活の豊かさが笑顔で

表現されるようにしていきたいと思います。 

 

 

＜森の木の名前について＞ 

「森」は 1本 1本の木などが寄り集まってできた自然にできた集合体の総称です。 

「森」を構成する要素は、木、草、動物など多種多様な動植物が「森」を構成します。

誰はダメとか区別されることはありません。 

障害をもつご利用者も、木となり草となり動物となり、誰一人欠けることなく森を構成

する要素であると考えて「森の木」と名付けました。 

木が成長することで森も大きくなる、木が笑顔で生活できることで、森としても大きな

笑い声や温かみを持つことができる、そういった相関関係も、ご利用者と職員、施設全



体としてとらえていくことが重要であると考えています。 

想像してみてください。木々の間から漏れる「木漏れ日」が照らす森の地面。 

苔や草、そして、次の森をつくるであろう幼木。繰り返される自然の循環。 

これからも、森であり続けられますように！ 

そして大きな森になりますように！ 

そんな願いを込めて活動してまいります。 

 

 

森の木の概要  

事業所名 森の木 

サービス 生活介護 

 日中活動 

軽作業のほか、レクレーション活動、散歩、カラオケ、マッ

サージ、入浴などサービスを提供します。 

のんびりとした活動ばかりではなく、遠足や工場見学、お花

見、運動会など社会とのつながるような活動も実施します。 

昼食 

 管理栄養士による栄養成分、カロリー、塩分管理などの献立

による昼食です。寿司、刺身、揚げ物、炒めものの他、ラー

メン、うどんなども提供します。季節メニューもあります。 

入浴 

 在宅での入浴は家族に相当な負担との声をいただいていま

す。その負担が少しでも軽減できれば良いと思います。 

定員 22 名 

利用できる地域 行田市 及び周辺地域 

対象障害 知的障害、肢体不自由 

所在地 埼玉県行田市小見 985 番地 3 

連絡先 048-580-4741 

メールアドレス  morinoki@kenshokai.net  

営業開始 2026 年 6 月 1 日 

  

 

 

PS 

弊法人の博学の理事から、森を守る＝神様を守る、ということだそうです。 

神様が住まう場所が森になっているそうです。 

確かに、神社は木々が生い茂っていて、森のようになっていますよね。 

森って神秘的な場所なんですね。 


